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はじめに

牛伝染性鼻気管炎（以下、ＩＢＲ）は、ウ

シヘルペスウイルス１型に起因する、上部気

道炎等を主症状とした、牛の急性熱性感染症

であり 、届出伝染病に指定されている。1,2)

近年でも、北海道を始め全国的に発生が見

られており 、今回、管内においても短期間
10)

に複数農場での発生が確認されたので、その

概要を報告する。

発生農場概要

発生が確認されたのは、４農場であり、Ｂ

農場とＣ農場は同一地区内の隣接した牛舎で

あった（表１ 。）

発生概要

Ａ農場では、2002年12月下旬に、20ヶ月齢

の牛房より、40℃を越える発熱と発咳が広ま

り、農場前提に蔓延した。その後、一時沈静

化したが、2003年４月下旬より同様の症状が

スモールの牛房より発生し、再び農場全体に

蔓延した。抗生剤等により治療を行ったが、

反応が見られないため、５月23日に病性鑑定

依頼があり、発症牛６頭より血清と鼻腔拭い

表１　農場概要

Ｃ農場：形態　酪農(ホルスタイン種)
　　　　　　　対頭式ストール
　　　　頭数　59頭(搾乳34頭　育成25頭)　　

Ｄ農場：形態　酪農(ホルスタイン種)
　　　　　　　フリーストール
　　　　頭数　56頭(搾乳44頭　育成12頭)

Ａ農場：形態　肉用牛肥育(Ｆ１種)
　　　　頭数　180頭
　　　　導入　年間約90頭

Ｂ農場：形態　酪農(ホルスタイン種)
　　　　　　　対頭式ストール　
　　　　頭数　60頭(搾乳38頭　育成22頭)

液を採材した。５日後に10ヶ月齢の牛が１頭

死亡したため、これについても病性鑑定を実

施した。

、 、Ｂ農場は 2003年２月に２頭の導入があり

、 、 、その直後から発熱 鼻汁漏出 流涎が発生し

その後、沈静化した。５月24日から再び同様

の症状が発生し、牛舎全体に蔓延する傾向が

見られたため、５月29日に病性鑑定依頼があ

り、症状の激しいものから鼻腔拭い液６検体

を採材した。

Ｃ農場では、６月12日に３頭の発熱、鼻汁

漏出が見られたため、６月13日に病性鑑定依

頼があり、血清３検体と鼻腔拭い液６検体を

採材した。同農場の農場主は、５月29日のＢ

農場の採材時に発生牛舎を訪れていた。

、 、Ｄ農場は ６月５日に預託帰りが３頭あり

これらの牛を入れていた乾乳牛房で、６月18

日に鼻汁漏出が始まり、１頭の流産が発生し

た。６月19日に病性鑑定依頼があり、６頭か

ら血清と鼻腔拭い液を採材した（表２ 。）

なお、血清については、２週間から１ヶ月

、 。後に同一個体ものを採取し ペア血清とした
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材料及び方法

１）病理組織学検査

Ａ農場の死亡牛１頭について、剖検後、主

要臓器を10％中性緩衝ホルマリン液で固定

し、パラフィン包埋切片を作成、ヘマトキシ

（ ） 。リン・エオジン ＨＥ 染色を施し鏡検した

２）細菌学検査

Ａ農場の死亡牛について、主要臓器と気管

・鼻腔スワブを分離材料とし、５％羊血液加

寒天培地で37℃、24～48時間、好気及び嫌気

培養を行った。

また、４農場の鼻腔拭い液について、５％

羊血液加寒天培地、ＤＨＬ寒天培地、マンニ

ット食塩寒天培地、サブロー寒天培地を用い

て、37℃、24～48時間、好気及び嫌気培養を

行った。

分離された最近については、薬剤感受性試

験を実施した。

３）ウイルス学検査

Ａ農場の死亡牛については、咽喉頭部と肺

の乳剤及び気管拭い液を材料として、また、

４農場の鼻腔拭い液について、ＢＴ細胞とＢ

、 。Ｋ細胞に接種し ウイルス分離培養を行った

Ａ、Ｃ、Ｄ農場のペア血清については、Ｉ

ＢＲ、牛ウイルス性下痢・粘膜病（ＢＶＤｰ

ＭＤ 、牛ＲＳウイルス（ＲＳ）の中和試験）

と、牛アデノウイルス７型（ＡｄｰⅦ 、牛）

パラインフルエンザ３型（ＰＩｰⅢ）の血球

凝集抑制試験（ＨＩ）による抗体検査を実施

した。

成績

１）病理組織学検査

剖検所見では、咽喉頭部に親指頭大～小豆

大の出血斑と、潰瘍が認められ、肺において

胸膜との癒着、左右前葉硬結、左右後葉退縮

不全、粟粒大膿状結節の多発が認められた。

組織所見では、咽喉頭のリンパ球及び形質

細胞浸潤と、肺の多発性膿瘍形成、肺胞内線

維素析出が認められた。

以上の成績から病理組織では、カタル性化

膿性気管支肺炎及び、壊死性線維素性肺炎と

診断された。

２）細菌検査

Ａ農場の死亡牛について、鼻腔スワブより

Manheimia haemolytica た。が分離され

また、鼻腔拭い液では、Ａ、Ｂ、Ｃ農場に

おいて が分離され、Manheimia haemolytica

Pasteurella spＡ、Ｂ、Ｄ農場については

Pasteurｰが分離された。その他、Ａ農場では

なella multocida、Pasteurella trehalosi

どが分離された。

３）ウイルス学検査

ウイルス分離では、Ａ農場の死亡牛及び鼻

腔拭い液１検体と、Ｂ農場の鼻腔拭い液５検

体、Ｃ農場の鼻腔拭い液３検体から、ＩＢＲ

ウイルスが分離された（表３ 。）

抗体検査は、Ａ農場においてＩＢＲ、ＢＶ

ＤｰＭＤ、ＡｄｰⅢの抗体が有意に上昇してお

り、Ｃ、Ｄ農場については、ＩＢＲのみ有意

上昇が認められた（表４ 。）

表３　ウイルス分離成績
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診断及び対策

Ａ農場については、病理組織検査と細菌検

、 、 、査成績から パスツレラ症が疑われ ＩＢＲ

ＢＶＤｰＭＤ、ＡｄｰⅢの抗体の有意上昇と、

ＩＢＲウイルスが分離された事から、これら

のウイルス感染に起因した複合呼吸器感染症

と診断した。

Ｂ、Ｃ、Ｄ農場については、ウイルス学検

査成績からＩＢＲと診断した。

対策として、未発症牛へのワクチン接種を

行った。Ａ農場については、三種混合ワクチ

ンを、他３戸については単味ワクチンをそれ

ぞれ接種した。また、発症牛について、有効

抗生物質を投与し、更に、衛生対策として、

牛舎入口への踏み込み消毒槽の設置、関係者

以外の畜舎立入制限、診療獣医師の農場訪問

時の防疫服交換を指導した。

蔓延防止対策としては、近隣農場へのワク

チン接種と、研修会を開催して、診療獣医師

への情報周知を行った。

その後、同様の症状の蔓延及び続発は認め

られていない。

経済的損失

Ｂ，Ｃ，Ｄの酪農家３戸については、発症

牛の乳量低下と、抗生物質投与牛の出荷停止

等により、発生後いずれも全体の生産乳量の

低下が認められており（図１ 、これらの損）

失額は以下の通りとなった。

Ｂ農場では、５月21日から６月６日までの

Ｄ

１ <2　 2     <2  <2     160  160     64   64     20   20
２ <2   2     <2  <2 　 160  160     <2   <2     20   20
３ 2   4     <2  <2 　 160  160　 64   64　 160  160
４ 2   82   8 <2  <2     320  320　 64  128　 320  320
５ 2   82   8 <2  <2 　 320  320     64   64　 20   20
６ 4   8     <2  <2    640≦ 640≦ 256≦ 256≦ 80   80

Ｄ

１ <2　 2     <2  <2     160  160     64   64     20   20
２ <2   2     <2  <2 　 160  160     <2   <2     20   20
３ 2   4     <2  <2 　 160  160　 64   64　 160  160
４ 2   82   8 <2  <2     320  320　 64  128　 320  320
５ 2   82   8 <2  <2 　 320  320     64   64　 20   20
６ 4   8     <2  <2    640≦ 640≦ 256≦ 256≦ 80   80

表４　ウイルス抗体検査成績
ＩＢＲ 　　 　ＲＳ　 　 ＰＩ-Ⅲ 　ＢＶＤ-ＭＤ　 Ａｄ-Ⅶ　　
Pre　Post　 　Pre　Post　 　Pre　Post　 　Pre　Post　 　Pre　Post

Ａ

１ <2<2　　 44 <2  <2      20   10     16  256<16  256< 20   10
２ <2<2　　 44 <2  <2      40   20     64  256<    10   8064  256<    10   80
３ <2<2　　 88 <2  <2      40   40     <2   64<2   64 10  <10
４ <2<2　　3232 <2  <2     <10  <10      4  256<    80  3204  256<    80  320
５ <2<2　　 44 <2  <2      20   20      8  256<8  256< 20   10
６ <2　<2     <2  <2      40   40      8    8     80   40 

農
場

個
体

Ｃ
１ 44　　3232 NT  NT      10   10     <2   <2     10  <10
２ 4   8     NT  NT      10   10     <2   <2    <10  <10
３ <2<2　　 44 NT  NT     <10  <10      4   <2    <10  <10

16日間に、3,355kgの損失乳量があり、損失

価格は290,517円、この間の治療費は232,040

円となった。

Ｃ農場では、６月11日から６月22日までの

11日間に、914kgの損失乳量があり、損失価

格は79,143円、治療費は62,550円となった。

Ｄ農場は、６月22日から７月７日までの16

日間に、1,175kgの損失乳量があり、損失価

、 。格は101,720円 治療費は11,400円となった

事前に全頭ワクチン接種を行っていた場

、 、 、合 経費はＡ農場42,000円 Ｂ農場41,300円

Ｃ農場39,200円であり、今回の損失価格と治

療費を加算すると 対ワクチン費でＢ農場12.、

4倍、Ｃ農場3.4倍、Ｄ農場2.9倍の支出とな

った（表５ 。）

まとめおよび考察

平成16年４月から６月の３ヶ月間に、管内

４農場でＩＢＲ及びＩＢＲを含む呼吸器病が

発生した。その内、酪農家３戸の経済的損失

は、対ワクチン費で2.9～12.4倍となった。
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図１　乳量の変化
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表５　経済的損失

農場　　　　　 Ｂ Ｃ 　 　Ｄ

損失乳量（Kg）　 ３,３５５ ９１４　 １,１７５

（％）　　５４．１　　８５．５　　 ８４．３

期　　間 5/21～6/6   6/11～6/22   6/22～7/7

損失価格（円）　 290,517      79,143      101,720

治 療 費（円）　　232,040      62,550       11,400

ワクチン（円） 　　42,000      41,300       39,200

（60頭）　 （59頭）　 　（56頭）

(損失価格＋治療費)/ワクチン

ピ ー ク 時
発 生 前 比

12.4 3.4 2.9



最も損失の大きかったＢ農場では、今回の発

生以前にウイルスの侵入があり、今回の発生

では対応が遅れたため、発症が牛舎全体に広

まり、多大な損失につながったものと思われ

た。また、Ｄ農場においては、乾乳牛房での

発生であり、搾乳牛群には早期にワクチン接

、 、種を行ったが 全体の乳量に低下が認められ

軽度の鼻汁漏出を示す個体もあった。

ＩＢＲの特性として、①ウイルスの潜伏感

染による感染耐過牛のキャリアー化、②キャ

リアー牛へのストレス負荷によるウイルスの

再排泄、③ワクチンでの感染阻止が出来ない

こと等があり、これらが本疾病の防疫上の問

題点となっている （表６ 。この特性を踏1,2,3) ）

まえて、今回の発生を疫学的に考察した。

感染経路は、Ａ農場については、平成14年

12月中～下旬と、平成15年４月下旬に導入牛

があり、Ｂ農場については、平成15年２月に

導入牛があった。Ｄ農場では平成15年６月に

預託帰りがあり、これら３農場では直後に発

生が見られたことから、牛によるウイルスの

持ち込みが考えられた。Ｃ農場については、

今回が初発であり、発生前、半年以上導入牛

は無かったが、畜主が発生牛舎へ立入ってい

、 。たことから 人による持ち込みが示唆された

発症要因としては、ワクチン接種の不備が

第一に考えられた。Ａ，Ｂ，Ｃ農場ともＩＢ

Ｒワクチン未接種であり、Ｄ農場も預託牛以

外には接種を行っていなかった。また、Ａ農

表６　ＩＢＲの特性

・ウイルスの潜伏感染

・ストレスによる再排泄

・ワクチンの性質

神経節に潜伏（感染耐過牛のキャリアー化）

鼻汁、流涙などを介して感染

輸送、分娩、飼養環境の変化

免疫能低下

間欠的ウイルス再排泄（新たな感染）

抗体価２倍以上で発症阻止

多量のウイルス曝露で感染成立

ストレス下で少量の再排泄（新たな感染）

場ではワクチン使用農場からの導入牛があ

り、Ｄ農場の預託牛は移動前にワクチン接種

を行っていたことから、これらがキャリアー

となった可能性が考えられ、更に、これらの

牛について、輸送ストレスによるウイルス排

泄があったものと思われた。

その他の要因として、気象条件がある。今

回発生があった期間の、当該地区の気温の変

化を調べてみると、最高気温28℃、最低気温

３℃、日内の較差にして25℃となる気温変動

の激しい日があり、この直後にＡ農場での発

生が認められた。このような気象によるスト

、 。レスも 何らかの影響を与えた可能性がある

本病は、中和抗体価２倍以上で発症を防御

できるとされているが、ピークの低い個体に

ついては、ワクチン接種後10ヶ月で抗体が２

倍まで低下する事から 、特に発生農場にお4)

いては、本病の防疫には定期的ワクチン接種

の継続が必要であると思われた。
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